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論文内容の要旨
[目的]インドシアニングリーン(ICO)蛍光造影により脈絡膜循環の状態が観察可能となり，様々な臨床
frf.例についても新しい知見が報告されている。しかし，早い循環と被雑な脈絡膜血管構造のために，詳細
な点についての検討にはサブトラクション法などの画像処理が導入されてきた。しかし，臨床で汎用でき
るより簡易な方法が求められている。そこで.lCG少量静注法では.従来の方法に比して脈絡脱出管の詳
細な変化を観察できるのではなL、かと考え，実験的に制脈絡膜病変を作成して，少量静注法によるICG蛍
光造影が，どの様な点において優れているかを比較検討した。
[対象および方法]有色，山色家兎を用い.無処置眼，渦静脈粘索眼. ヨウ素酸ナトリウムによる網脈絡
膜萎縮眼にICG色素を通常静注法(25mg/l0ml，1.0ml)，少量静注法(25mg/2ml，O.02rnl)の2挿類の方
法によりrCG蛍光造影を施行し，デジタルビデオに記録した。また造影早期画像で脈絡膜静脈の色素輝度
の経時的変化を測定し通常静注法，少量静沖ー法それぞれの色素輝度曲線を作製した。
[結果]夢処置眼において少量静注法では脈絡膜静脈の輝度は巌高に達した後急速に低下していたが，通
常静注法では最高輝度に達した後も一定の輝度を保っていた。渦静脈結繋眼，網脈絡膜萎縮眼では.少最
静注法により:iill常静件.法では観察制難であった流入の遅れた脈絡膜静脈が)吉JIftlの脈絡膜静脈に比較して選
択的に陽性所見として描出されたため流入遅延部位を容易に観察することができた。
[結論および考察]ICG少量静注法では脈絡膜静脈の輝度が最高輝度に達した後，通常静注法に比較して
速やかに低下するため，この時間帯に観察される流入の遅れた脈絡膜静脈を疋常部と区別して明瞭に描山
することができた。木法は従来の方法に比べ脈絡膜静脈流入遅延などの脈絡膜循原障吉を観察する上で有
用な方法であり.傾めて少量の色素の静注であるから通常のICG蛍光造影法の直前に併用すれば，より効
果ある方法と考えられる。
論文審査の結果の要旨
インドシアニングリーンCICG)蛍光造影により脈絡膜循環の状態が観察可能となり臨床にも応用されて
いる。しかし，早い循環と被雑な脈絡膜血管構遣のために，造影所見の解読が困難であることから，サブ
トラクション法などの画像処即ーが導入されてきた。臨床において，さらに利用しやすい方法を求めて， JCG 
少量静注法について動物眼に網脈絡膜病変を作成して検討した。
有色，内色家兎を用い，1m処置眼，渦静脈結索眼.ヨウ素酸ナトリウムによる網脈絡膜萎縮眼のそれぞ
れにICG色素を通常静注法C1.0ml，25rng/l Uml)，少量静注法CO.u2ml，25mg・/2rnl)の2極煩の静注五法
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によりICG蛍光造影を値行し，デジタルビデオに記録した。また造影早期削像において脈絡膜静脈の色素
輝度を経時的に測定し通常静注法，少量静注法それぞれの色素輝度曲線を作製した。
無処置眼において少量静注法では脈絡膜静脈の輝度は最高に達した後急速に低下していたが. iI重常静注
法では最高輝度に達した後も一定の制度を保っていた。渦静脈結余眼，網脈絡膜萎縮眼では，通常静注法
では観察困難であった流入の遅れた脈絡膜静脈が，少量静注法により選択的に摘1¥されるので，流入遅延
部位を容易に観察することができた。この理由は， ICG少量静注法では脈絡膜静脈の輝度が最高輝度に達
した後，通常静注法に比較して速やかに低ドするため，流入の遅れた脈絡膜静脈のみに蛍光色素が残存し，
正常部血管と区別して明販に描出することができた。極めて少量色素の静注であるから通常のICG蛍光造
影法の直面jに併用すれば.脈絡膜静脈流入遅延などの脈絡眼循環障害を観察する上で-効果ある方法と考え
られるの
以上の研究は， ICG蛍光造影における循環障害部を描出するのに有財な方法であり， ICG蛍光造影におけ
~診断において. -定の成果が認められたc よって本研究者は. ，専土(医学)の学位を慢与されるに値する
と判断された。
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